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要       約 

 太平洋北部海域（北海道を除く）の沖合底びき網漁業によるキアンコウの漁獲量は、

1980 年代には 50 トン以下の極めて低い水準であったが、1990 年代に急激に増加し

1997 年には過去最高の 1,081 トンとなった。CPUE も 1990 年代に高くなり、資源量が

増加したと考えられる。1998 年は漁獲量、CPUE とも急減したが、その後の沖底の漁獲

量は 2000 年を除き 500～600 トン台の高い水準で推移していた。2005 年は 375 トンに

減少した。 
県別の漁業種類別の合計値も 2001～2005 年の漁獲量は 1,200～1,500 トン台の高い水

準である。したがって資源水準は高位で、動向は横ばい傾向と判断された。資源は高位横

ばいであることから、資源の現状を維持することを管理目標とした。 
ABC算定規則の２－２）－（１）に基づき、ABClimit＝Cave 3-yr×β1、ABCtarget＝
ABClimit×αとし、Cave は 2003～2005 年の全県漁獲量の平均とした。資源水準・動向

は高位・横ばいであることからβ1＝１、α＝0.8 としてABCを算出した。 
 

 2007 年 ABC 資源管理基準 Ｆ値 漁獲割合 

ABClimit 1,300 トン Cave 3-yr － － 

ABCtarget 1,100 トン 0.8・Cave 3-yr － － 

         ABC は 100 トン未満を切り捨て。 

 

  年 資源量（トン） 漁獲量（トン） Ｆ値 漁獲割合 

2004 － 1,365 － － 
2005 － 1,256 － － 

 
水準：高位     動向：横ばい 

 
１．まえがき 

キアンコウは北海道以南の沿岸各地や中国の河北省、山東省の沿岸域、朝鮮半島沿岸

および黄海・東シナ海に分布する（山田ほか 1986）。関東地方以北では茨城県や福島県

において冬季の鍋料理の材料として特に珍重されている。太平洋北部海域における本種の

漁獲量は 1980 年代には極めて少なかったが、1990 年代に入って急激に増加した。 
太平洋北部のキアンコウは、水産庁が平成 13 年度から実施している「資源回復計画」

の対象種となり、これに伴って平成 14 年度から資源調査の対象種になった。 
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4 年の沖底による漁獲量（暫定値）は前年より減少し 500 トン、2005 年は 375 ト

ン
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る。それによると 1973 年には 423 トンの漁獲があったが、1978～1989 年の 12 年間

は 50 トン以下の低水準で推移した。1991 年以降は急激に漁獲量が増加し、1997 年には

1,081 トンに達した。1998 年には 679 トンに減少し、以後 370～680 トンで推移してい

る。 
200
と沖底によるキアンコウの漁獲は 2002 年以降減少している（図４）。金華山～房総海

域におけるオッタートロールによる CPUE は、1996 年に急増して 1997 年にピークに達

した後 2000 年までに半減した。その後は横ばい傾向で推移している（図 4）。 
表 1 に青森～茨城各県主要港における漁業種類別漁獲量を示した。なお、青

量ついては、沖底の漁獲成績報告書には津軽海峡東口の操業可能漁区において漁獲があ

ること、沖底以外の漁場が尻矢崎以南と連続している可能性が考えられ、本種の系群関係

については未解明であることなどを考慮し集計に加えた。 

表1 キアンコウの漁業種類別漁獲量（トン）。資料は各県
漁業種類 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

青森県 沖合底びき網 104 109 112 154 183 151 172 244 216 168 145
小型底びき網 136 126 195 198 183 114 209 223 254 234 226

定 置 網 3 23 39 60 73 69 99 75 186 157 98
69 51

小 計 275 300 390 481 503 403 554 593 729 591 712
岩手県

定置網 27 31 24 19 29 23 34 29 22
その他 10 4 5 2 1 1 5
小 計 133 148 126 89 110 72 99 62 87

宮城県 沖合底びき網 63 101 219 153 138 89 115 75 70 69 24
小型底びき網 78 180 138 75 93 71 117 112 123 146 65

刺し網 5 8 11 13 10 6 14 8 9 12 10
定置 3 5 6 3 6 2 7 6 7 7

その他 22 16 26 40 54 51 54 66 45 37 39
小 計 171 310 401 284 301 220 308 267 254 271 145

福島県 沖合底びき網 222 327 330 248 262 174
小型底びき網 45 75 86 64 60 38

刺し網 15 25 27 25 30 24
定置網 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0
小 計 282 427 443 337 352 236

茨城県 沖合底びき網 17 39 60 37 26 19 23 28 21 15 10
小底５ｔ以上 51 95 136 95 74 53 102 87 75 71 62
小底５ｔ未満 1 1 2 3 1 1 1 1 0 1

刺し網 0 1 0 2 1 1 0 0 0 2
その他 0 0 0 2 0 0 0 0 3 0
小 計 69 136 198 139 102 74 126 116 99 89 75

全県 沖合底びき網 495 648 689 571 520 358
小型底びき網 285 504 508 516 513 393

その他 288 372 294 431 333 505
合 計 1068 1524 1491 1518 1365 1256

青森県 沖合底びき網 183 249 391 344 347 258 310 348 308 252 179
宮城県 小型底びき網 266 402 471 371 351 240 429 422 452 453 355
茨城県 その他 66 95 127 189 209 199 248 206 322 247 398
の合計 合 計 515 746 989 904 906 697 987 976 1082 951 932

沖合底びき網 80 140 279 190 164 330 465 433 340 346 207
小型底びき網 130 276 276 173 168 171 295 285 262 278 167

その他 30 30 43 60 71 76 101 107 89 88 82
合 計 240 446 599 423 403 576 860 826 690 712 456

宮城～茨
城合計











６．2007 年ＡＢＣの算定

（１）資源評価のまと

199 沖底 加し、統 れた 197 以降でみると漁獲量

も多 2004 年 005 年

と る沖底のキアンコウへの努

量の減少が主要因と考えられ、2000 年以降で見れば資源状況は安定していることから

向は横ばいと判断される。 

 

変動の指標とし

て

。 

れたので、β1＝1 とし、αは 0.8 とした。 
Cave 3-yr＝1,300 トン（2003～2005 年の平均） 

 

３）ABC の再評価 
初）では ABC 算定規則２－２）－（１）に基づき 2001～2003 年の漁獲

量の平均値 ABC を求めた。2005 年（再評価 は ABC 算定規則２－２）－

（１） ～ 年漁獲量の平均値から を算出した。 年と 年

の資源 ・横ばいと考えられるので α は標準値の 0.8 とした。 

年 資源管理基準 Ｆ値 漁獲割合

 

め 
0 年以降、 の漁獲量は増 計が整備さ 3 年

く、CPUE も比較的高いことから資源水準は高いと考えられた。 、2
沖底漁獲量、漁業種類別漁獲量は減少したが、主要漁業であ

力

東北海域全体の資源動

 
（２）ABC の算定

資源変動の指標値として沖底および小底の CPUE の変動傾向について検討したところ、

青森県と岩手県以南で傾向に違いがあり、CPUE を東北海域全体の資源

用いることはできないと判断された（補足資料参照）。 
資源は高位、横ばいと判断されたことからABC算定規則２－２）－（１）を適用して

以下の式を用いABCを求めた

ABClimit＝Cave 3-yr×β1 
ABCtarget＝ABClimit×α 

資源は高位で横ばいと考えら

    0.8×Cave 3-yr＝1,100 トン

管理目標への達成年は概ね 5 年とする． 
Cave は 2002～2004 年の全漁業種類による漁獲量を用いた。 

 

 2007 ABC    
ABClimit トン Cave 3-yr － －1,300    

ABCtarget 1,100 トン 0.8・Cave 3-yr － － 

（

2005 年（当

により ）で

に基づき 2002 2004 ABC 2003 2004
状態は高位

評価対象年（当初・再評価） 管理基準 資源量 ABClimit ABCtarget 漁獲量 管理目標 
2005 年（当 初） Cave 3-yr － 1,500 トン 1,200 トン － B の現状維持

2005 年（再評価） Cave 3-yr － 1,400 トン 1,100 トン － B の現状維持

2005 年（再々評価）       
2006 年（当 初） Cave 3-yr － 1,400 トン 1,100 トン － B の現状維持

2006 年（再評価） Cave 3-yr － 1,300 トン 1,100 トン － B の現状維持



2006 年（当初）ABC 算定規則２－２）－（１）に基づき 2002～2004 年漁獲量の平均

値から ABC を算出した。2003 年と 2004 年の資源状態は高位・横ばいと考えられるので

α は標準値 とした。 
年（再評価） 算定規則２－２）－（１）に基づき ～ 漁獲量の平

が有効に利用されている状況ではない。産卵親魚の保護と資源の有効利用を図るた

を保護することが必要である。 
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の 0.8
2006 ABC 2003 2005 年

均値から ABC を算出した。2004 年と 2005 年の資源状態は高位・横ばいと考えられるの

で α は標準値の 0.8 とした。 
 
７．ＡＢＣ以外の管理方策への提言 

漁獲物の多くが未成魚で占められていることから、成長乱獲を避けることが必要であ

る。また、体長組成を見ると、太平洋北部海域における産卵期である５～７月（小坂 
1966）に産卵親魚を、また、アンコウ消費の中心である冬季に小型魚を漁獲しているな

ど資源

めに産卵期の大型魚の漁獲を削減し、価格の高い冬季に漁獲すること、また、一個体当た

りの価格が安い小型魚







 

補足表１．コホート解析に用いたデータおよび計算結果 
漁獲尾数（尾）

1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005
1歳 2,631 9,485 5,052 4,826 3,439 257,285 174,508 21,823
2歳 229,768 141,399 269,435 155,159 245,918 219,438 332,828 196,887
3歳 171,966 99,942 84,785 67,989 183,971 161,004 79,130 61,848
4歳 50,786 40,256 27,217 24,576 21,200 19,246 20,619 10,352

F
1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

1歳 0.004 0.013 0.006 0.004 0.005 0.238 0.144 0.082
2歳 0.574 0.450 0.906 0.386 0.531 0.744 0.852 0.341
3歳 0.892 0.812 0.825 0.949 1.684 1.413 1.068 0.531
4歳 0.892 0.812 0.825 0.949 1.684 1.413 1.068 0.531

資源尾数（尾）
1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

1歳 829,351 969,685 1,033,239 1,489,392 1,417,003 889,834 1,559,232 1,665,634 356,644
2歳 675,662 500,978 580,757 622,756 899,603 766,275 537,033 745,348 874,351
3歳 374,126 230,867 193,737 142,411 256,883 290,075 273,248 154,829 192,870
4歳 110,489 92,992 62,193 51,477 33,426 33,426 32,663 40,343 32,282

生残率
1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2003-2004

1歳
2歳 0.604 0.599 0.603 0.604 0.541 0.604 0.478 0.525 0.541
3歳 0.342 0.387 0.245 0.412 0.322 0.357 0.288 0.259 0.322
4歳 0.249 0.269 0.266 0.235 0.130 0.113 0.148 0.209 0.130

漁獲率
1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

1歳 0.003 0.010 0.005 0.003 0.004 0.165 0.105 0.061
2歳 0.340 0.282 0.464 0.249 0.321 0.409 0.447 0.225
3歳 0.460 0.433 0.438 0.477 0.634 0.589 0.511 0.321
4歳 0.460 0.433 0.438 0.477 0.634 0.589 0.511 0.321

体重(kg)
1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

1.5歳 0.099 0.099 0.099 0.099 0.099 0.099 0.099 0.099 0.099
2.5歳 0.654 0.654 0.654 0.654 0.586 0.586 0.586 0.586 0.586
3.5歳 3.337 3.337 3.337 3.337 3.131 3.131 3.131 3.131 3.131
4.5歳 9.563 9.563 9.563 9.563 9.144 9.144 9.144 9.144 9.144

資源量(t)
1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

1歳 82 96 102 148 140 88 155 165 35
2歳 442 328 380 407 527 449 315 437 512
3歳 1,248 770 646 475 804 908 855 485 604
4歳 1,057 889 595 492 306 306 299 369 295

1歳以上 2,829 2,083 1,723 1,522 1,778 1,751 1,623 1,456 1,447
2歳以上 2,747 1,987 1,621 1,375 1,637 1,663 1,469 1,290 1,411
3歳以上 2,305 1,660 1,241 967 1,110 1,214 1,154 854 899
4歳以上 1,057 889 595 492 306 306 299 369 295

漁獲量(t)
1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

1歳 0 1 1 0 0 26 17 2
2歳 150 92 176 101 144 129 195 115
3歳 574 333 283 227 576 504 248 194
4歳 486 385 260 235 194 176 189 95
合計 1,210 812 720 564 914 834 649 406

漁獲割合（漁獲量／資源量）
1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

1歳以上 0.428 0.390 0.418 0.370 0.522 0.514 0.446 0.281
2歳以上 0.440 0.408 0.444 0.410 0.550 0.551 0.489 0.286
3歳以上 0.460 0.433 0.438 0.477 0.634 0.589 0.511 0.321
4歳以上 0.460 0.433 0.438 0.477 0.634 0.589 0.511 0.321


